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ＰＤＣＡ（計画・実施・評価・改善）サイクル
を安全管理に導入し、安全衛生活動の見直しと改
善を図り、労働災害防止のさらなる向上を目指す。
ＰＤＣＡ効果で無事故を継続中。また、職長達に
は、職長会活動への参加を奨励し、安全意識の向
上に大きな効果をもたらしている。  （編集部）

（株）長南工務店（本社／東京都）の取組み

安全・健康・快適な職場を求めて安全・健康・快適な職場を求めて

第 回12

ＰＤＣＡサイクルを回して
安全衛生活動の推進を図る

株
式
会
社
長
南
工
務
店
は
、
東
京
都
国
分
寺
市

に
本
社
を
構
え
る
型
枠
専
門
工
事
会
社
で
あ
る
。

本
社
の
ほ
か
に
資
材
を
管
理
す
る
埼
玉
支
店
や
、

都
下
の
多
摩
加
工
場
及
び
瑞
穂
加
工
場
な
ど
を
擁

す
る
。
従
業
員
数
は
、
社
員
32
人
、
外
注
型
枠
大

工
約
３
０
０
人
、
外
注
型
枠
解
体
工
約
１
０
０
人

な
ど
。
会
社
設
立
は
昭
和
39
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
年
で
あ
る
。

「
私
は
二
代
目
で
す
。
先
代
は
、
鉄
道
建
設
興
業

︵
現
・
鉄
建
建
設
︶
の
子
飼
い
の
型
枠
大
工
で
、
職

長
を
任
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

関
連
の
工
事
が
終
わ
り
、
鉄
建
さ
ん
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
に
よ
り
独
立
し
、
会
社
組
織
に
し
ま
し
た
」

と
三
浦
勉
代
表
取
締
役
社
長
は
会
社
設
立
の
経
緯

を
語
る
。

そ
の
後
、
団
地
建
設
ブ
ー
ム
が
到
来
。
数
多
く

の
団
地
を
手
が
け
て
会
社
の
礎
を
築
き
、
新
幹
線

の
整
備
や
駅
ビ
ル
な
ど
の
建
設
工
事
も
担
当
し
て

き
た
。「
当
時
の
新
幹
線
・
品
川
操
車
場
の
整
備
は

相
当
な
工
事
量
が
あ
り
、
３
年
く
ら
い
続
き
ま
し

た
」
と
、
三
浦
社
長
は
往
時
を
振
り
返
る
。

現
在
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
工
事
を
主
体
と
し
て

事
業
を
展
開
。
最
近
で
は
、
長
谷
工
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
発
注
の
「
公
務
員
宿
舎
小
金
井
住
宅
」︵
小

金
井
市
︶
や
「
吉
祥
寺
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
」︵
武
蔵
野

市
︶、清
水
建
設
発
注
の
「
国
立
音
楽
大
学
新
施
設
」

︵
立
川
市
︶
な
ど
の
工
事
を
手
が
け
て
い
る
。

公
務
員
宿
舎
小
金
井
住
宅
は
、
Ｒ
Ｃ
造
の
地
上

７
階
建
て
、
総
戸
数
９
８
５
戸
と
い
う
巨
大
な
現

場
で
あ
っ
た
。
吉
祥
寺
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
は
、
Ｒ
Ｃ

造
の
地
上
８
階
建
て
、
総
戸
数
２
０
８
戸
の
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
。
国
立
音
楽
大
学
新
施
設
は
建
設
中

の
物
件
で
あ
り
、
間
も
な
く
竣
工
の
予
定
と
な
っ

て
い
る
。

■
安
全
衛
生
活
動
を
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
で　

　

展
開 

同
社
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
信
用
第
一
」。
三
浦
社
長

は
、「
私
た
ち
の
業
界
は
、
基
本
的
に
請
け
負
い
業

で
す
。
安
全
を
し
っ
か
り
確
保
し
て
、
き
ち
ん
と

し
た
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
、
得
意
先
で
あ
る
元
請

さ
ん
の
信
用
を
得
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
先
代

か
ら
ず
っ
と
築
き
上
げ
て
き
た
信
用
を
失
え
ば
、

継
続
的
に
仕
事
を
頂
く
こ
と
は
厳
し
い
で
し
ょ
う
」

と
、
信
用
の
大
切
さ
を
強
調
す
る
。

安
全
衛
生
活
動
は
、「
従
来
か
ら
行
っ
て
い
た
取

り
組
み
を
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
︵
計
画
・
実
施
・
評
価
・

改
善
︶
サ
イ
ク
ル
に
乗
せ
て
実
施
し
て
い
ま
す
」

︵
三
浦
社
長
︶
と
、
継
続
的
な
改
善
の
手
法
を
取
り

入
れ
た
。

ま
ず
、
１
年
間
の
安
全
衛
生
活
動
に
お
け
る
安

全
衛
生
基
本
方
針
と
安
全
衛
生
目
標
を
決
定
し
、

社
員
は
じ
め
、
協
力
会
社
に
周
知
徹
底
を
図
る
。

平
成
22
年
度
の
安
全
衛
生
基
本
方
針
は
、「『
人
命

尊
重
を
基
本
理
念
』
と
考
え
、
働
く
作
業
員
の
安

全
と
健
康
を
確
保
す
る
」
を
掲
げ
た
。
こ
の
方
針

の
も
と
、
安
全
衛
生
目
標
と
し
て
、「
墜
落
・
転
落

災
害
の
防
止
」
と
「
電
動
工
具
災
害
の
防
止
」
の

２
点
を
掲
げ
、
す
べ
て
の
作
業
所
で
災
害
ゼ
ロ
を

目
指
し
た
。

次
に
、
安
全
衛
生
計
画
の
作
成
に
着
手
。
安
全

衛
生
目
標
の
達
成
に
向
け
、
重
点
実
施
事
項
と
し
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て
、
安
全
衛
生
管
理
体
制
の
確
立
・
強
化
や
、
安

全
衛
生
教
育
の
計
画
的
な
実
施
、
作
業
所
に
お
け

る
安
全
衛
生
活
動
の
強
化
な
ど
を
検
討
し
、
計
画

に
盛
り
込
ん
で
い
く
。
同
社
で
は
、
安
全
衛
生
パ

ト
ロ
ー
ル
を
は
じ
め
、
安
全
衛
生
推
進
大
会
、
職

長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ

ン
ト
教
育
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施

し
て
い
る
。

特
に
、
安
全
衛
生
教
育
で
は
、
安
全
帯
ぶ
ら
下

が
り
体
感
や
、
安
全
ネ
ッ
ト
に
よ
る
墜
落
衝
撃
体

感
な
ど
、
危
険
を
擬
似
体
験
し
て
安
全
意
識
を
高

め
る
社
外
の
「
安
全
体
感
教
育
」
に
も
積
極
的
に

参
加
し
て
い
る
。

ま
た
、
安
全
祈
願
の
た
め
、
毎
年
、
伊
勢
神
宮

を
参
拝
。「
信
心
深
か
っ
た
先
代
が
始
め
ま
し
た
。

新
年
会
を
兼
ね
て
、
１
泊
２
日
で
実
施
し
て
い
ま

す
」
と
三
浦
社
長
。

続
い
て
、
安
全
衛
生
活
動
を
実
施
し
た
結
果
の

評
価
は
、
三
浦
社
長
を
は
じ
め
、
役
員
・
社
員
・

協
力
会
社
社
長
・
職
長
が
参
加
す
る
安
全
衛
生
委

員
会
で
行
う
。
安
全
衛
生
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
の

分
析
や
安
全
衛
生
教
育
の
実
施
状
況
の
確
認
、
協

力
会
社
の
安
全
衛
生
能
力
の
評
価
な
ど
を
行
い
、

作
業
計
画
や
作
業
手
順
の
見
直
し
、
労
働
災
害
防

止
対
策
の
周
知
と
水
平
展
開
を
図
る
な
ど
、
改
善

に
つ
な
げ
、
翌
年
の
安
全
衛
生
計
画
に
反
映
さ
せ

て
い
る
わ
け
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
安
全
衛
生
活
動
を
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
を
回
し
て
見
直
し
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
目
的
や
関
連
が
明
確
に
な
り
、
不
足
し
て
い
る

項
目
や
強
化
す
べ
き
内
容
も
見
え
て
く
る
。

「
元
請
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
当
社
で
も
工
夫
し

て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
お
陰
様

で
、
こ
こ
３
年
く
ら
い
無
事
故
を
継
続
し
て
い
ま

す
」
と
三
浦
社
長
は
力
強
く
語
る
。

■
安
衛
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
、
施
工
方
法
の　

　

変
更
も　

安
全
衛
生
パ
ト
ロ
ー
ル
に
は
、
三
浦
社
長
も
必

ず
参
加
し
、
役
員
・
社
員
・
職
長
ら
と
共
に
７
人

編
成
で
月
１
回
、
現
場
２
個
所
を
点
検
。

「
ま
ず
、
場
内
が
整
理
整
頓
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。
き
ち
ん
と
整
理
整
頓

さ
れ
て
い
る
現
場
は
、
所
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
作

業
員
み
ん
な
の
顔
の
表
情
が
イ
キ
イ
キ
と
し
て
い

ま
す
。
よ
く
や
っ
て
い
る
な
と
、
す
ぐ
に
分
か
り

ま
す
」
と
三
浦
社
長
は
強
調
す
る
。

点
検
項
目
に
は
、
足
場
や
脚
立
な
ど
の
設
備
を

は
じ
め
、
工
具
関
係
や
「
Ｘ
シ
ー
ト
は
使
用
し
て

い
る
か
」
と
い
っ
た
事
項
も
あ
る
。

安
全
衛
生
担
当
の
儀
間
崇
俊
工
事
課
長
は
、「
型

枠
大
工
は
、
イ
ン
パ
ク
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
、
丸
の
こ
、

ド
リ
ル
、
釘
打
機
な
ど
多
く
の
工
具
を
扱
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
安
全
確
保
と
適
正
使
用
の
た
め
、
現

場
持
込
み
時
の
点
検
と
許
可
の
確
認
、
丸
の
こ
な

ど
の
安
全
カ
バ
ー
の
確
認
、
三
芯
使
用
の
確
認
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
」
と
、
工
具
関
係
に
つ
い
て

説
明
。“
三
芯
使
用
”
と
は
、
電
動
工
具
で
の
感
電

を
防
ぐ
ア
ー
ス
付
き
コ
ン
セ
ン
ト
の
使
用
を
い
う
。

「
Ｘ
シ
ー
ト
は
、
現
場
の
明
か
り
取
り
用
に
使

う
、
透
光
性
が
あ
る
化
学
合
板
の
型
枠
で
す
。
す

べ
て
ベ
ニ
ヤ
材
だ
と
部
屋
の
中
が
暗
く
な
っ
て
し

本
社
ビ
ル

吉祥寺レジデンシア

公務員宿舎小金井住宅

三
浦
勉
社
長

儀
間
崇
俊
工
事
課
長

　
　
最
近
の
施
工
実
績

（�

）

い
ず
れ
も
長
谷
工
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

第
93
期
報
告
書
よ
り
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安全・健康・快適な職場を求めて安全・健康・快適な職場を求めて

第 回12

ま
い
、
作
業
し
に
く
い
た
め
、
１
部
屋
に
最
低
１

〜
２
枚
使
用
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」︵
儀
間
課

長
︶。
同
社
が
施
工
す
る
現
場
で
は
、
Ｘ
シ
ー
ト
を

１
０
０
％
使
用
し
て
い
る
が
、
業
界
で
は
ま
だ
普

及
率
は
高
く
な
い
よ
う
で
、
全
国
か
ら
見
学
者
が

訪
れ
る
と
い
う
。

安
全
衛
生
パ
ト
ロ
ー
ル
が
終
了
す
る
と
、
三
浦

社
長
も
参
加
す
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
、
点
検
結
果

の
採
点
と
講
評
を
行
う
。
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
を

も
と
に
、
施
工
方
法
を
変
え
た
こ
と
も
あ
る
。

「
階
段
を
施
工
す
る
と
き
、
セ
パ
レ
ー
タ
ー
と
い

う
緊
結
金
具
を
使
い
ま
す
。
従
来
は
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
が
打
ち
上
が
っ
た
と
き
、
そ
れ
が
階
段
の
踏

み
面
に
飛
び
出
て
い
ま
し
た
。
あ
と
で
、
そ
の
部

分
を
折
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
折
り
忘
れ
も
あ
り
、

安
全
に
支
障
を
き
た
す
た
め
、
飛
び
出
さ
な
い
よ

う
に
施
工
方
法
そ
の
も
の
を
工
夫
し
ま
し
た
」︵
三

浦
社
長
︶。

■
職
長
会
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
奨
励　

安
全
衛
生
推
進
大
会
は
、
協
力
会
社
で
組
織
す

る
「
長
和
会
」
の
協
賛
に
よ
り
開
催
。
社
長
表
彰
、

グ
ル
ー
プ
表
彰
、
個
人
表
彰
、
安
全
衛
生
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
発
表
、
職
長
会
活
動
奨
励
賞
の
授
与
、
安

全
の
誓
い
、
安
全
講
話
な
ど
に
よ
り
、
従
業
員
の

安
全
衛
生
意
識
の
高
揚
と
定
着
を
図
っ
て
い
る
。

安
全
衛
生
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
安
全
・
健
康
・
環

境
の
３
部
門
で
募
集
し
、
優
秀
作
品
を
選
定
。
毎

年
５
０
０
ほ
ど
の
応
募
が
あ
り
、
平
成
22
年
度
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
は
、「
声
を
出
せ　

声
を
掛
け

合
え　

声
を
聞
け　

み
ん
な
で
築
く
安
全
職
場
」

︵
安
全
︶、「
こ
ま
め
な
チ
ェ
ッ
ク
で
健
康
管
理　

元

気
な
身
体
が
支
え
る
職
場
」︵
健
康
︶、「
分
別
は
誰

で
も
で
き
る
エ
コ
活
動　

ス
ト
ッ
プ
資
源
の
ム
ダ

使
い
」︵
環
境
︶
が
選
ば
れ
た
。
大
会
で
は
、
こ
れ

ら
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
垂
れ
幕
に
し
て
掲
示
。
さ
ら

に
、
周
知
徹
底
を
図
る
た
め
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
入
り

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
オ
ル
を
作
り
会
場
で
配
布
し
て

い
る
。
大
会
の
最
後
は
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
全
員
唱

和
で
締
め
く
く
る
。

職
長
会
活
動
奨
励
賞
は
、
職
長
会
の
役
職
を
担

い
、
活
発
な
活
動
を
展
開
し
た
職
長
に
授
与
し
て

い
る
。「
職
長
に
一
番
奨
励
し
て
い
る
の
が
、
現
場

の
職
長
会
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
で
す
。
職
長

に
、
職
長
会
の
会
長
や
副
会
長
な
ど
の
役
職
を
担

い
、
現
場
の
安
全
衛
生
活
動
に
率
先
し
て
協
力
す

る
よ
う
後
押
し
を
し
て
い
ま
す
」
と
三
浦
社
長
。

奨
励
の
理
由
と
し
て
、
三
浦
社
長
は
、
型
枠
の

仕
事
が
躯
体
工
事
の
中
で
一
番
大
き
な
割
合
を
占

め
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
る
。「
例
え
ば
、
鉄
筋
屋
さ

ん
は
、
現
場
に
資
材
を
搬
入
し
施
工
す
れ
ば
、
そ

れ
で
仕
事
が
終
わ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
型
枠
の

場
合
は
、
現
場
に
資
材
を
持
ち
込
み
、
組
み
立
て

て
、
躯
体
が
出
来
上
が
っ
た
ら
、
今
度
は
組
み
立

て
た
資
材
を
解
体
し
、
現
場
か
ら
運
び
出
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」︵
三
浦
社
長
︶。
型
枠
大
工
は
、

他
職
種
と
比
べ
て
作
業
量
が
多
い
た
め
、
当
然
、

職
長
は
元
請
の
現
場
所
長
と
接
す
る
機
会
も
多
く

な
る
。「
そ
こ
で
、
当
社
の
職
長
た
ち
が
中
心
的
な

役
割
を
担
い
、
先
頭
に
立
っ
て
現
場
を
取
り
ま
と

め
る
ほ
う
が
よ
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
」
と
三
浦

社
長
は
語
る
。

安全衛生パトロールの模様

安全体感教育の模様──安全ネットにおける墜落衝撃体感（高さ５ｍか
らタックルバッグを落とし、安全ネットにどのくらいの衝撃力がかかる
かを体感）写真上は、安全帯ぶら下がり体感（安全帯を着用して、腰と
腹部に掛けた場合、負荷がどのくらいかかるか体感する）

リスクアセスメント教育の模様

kimu
テキストボックス
元請や同業他社

kimu
テキストボックス
から見学者が訪れるという

kimu
テキストボックス
。



33

ＰＤＣＡサイクルを回して 安全衛生活動の推進を図る

し
か
し
、「
ハ
イ
、
や
り
ま
す
！
」
と
、
自
発
的

に
手
を
上
げ
る
者
は
少
な
い
。「
最
初
は
『
仕
方
な

い
か
ら
や
る
か
』
と
い
う
感
じ
が
あ
り
ま
し
た
。

私
達
も
社
長
の
方
針
に
基
づ
き
、
職
長
会
へ
積
極

的
に
参
加
す
る
よ
う
言
う
た
め
、
う
る
さ
い
な
と

思
っ
た
は
ず
で
す
。
し
か
も
、
職
長
さ
ん
は
私
達

よ
り
年
配
の
人
が
多
い
た
め
、
な
お
さ
ら
で
し
ょ

う
。
私
達
た
ち
も
根
気
強
く
奨
励
す
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
」
と
語
る
。

と
こ
ろ
が
、
２
〜
３
個
所
の
現
場
で
職
長
会
活

動
に
取
り
組
む
う
ち
、
職
長
の
意
識
が
変
わ
っ
た

と
い
う
。「
安
全
、
衛
生
、
品
質
、
さ
ら
に
は
原
価

管
理
に
ま
で
、
幅
広
い
範
囲
の
責
任
感
が
芽
生
え
、

自
発
的
に
職
長
会
へ
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
提

案
型
の
相
談
が
増
え
ま
し
た
」
と
、
三
浦
社
長
は

手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

■
健
康
づ
く
り
に
ゴ
ル
フ
を
活
用　

安
全
衛
生
推
進
大
会
当
日
の
午
前
中
、
会
場
に

移
動
す
る
前
に
本
社
で
健
康
診
断
を
実
施
。「
長
年

に
わ
た
っ
て
特
定
の
診
療
所
に
お
願
い
し
、
医
師
、

看
護
師
、
ス
タ
ッ
フ
な
ど
総
勢
約
30
人
に
検
診
車

２
台
で
来
て
も
ら
い
実
施
し
て
い
ま
す
」
と
三
浦

社
長
。
再
検
査
と
診
断
さ
れ
た
者
は
、
健
診
を
受

け
さ
せ
、
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
ま
で
現
場
に
は

入
れ
な
い
ル
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
健
康
管
理
の
一
環
と
し
て
、
社
員
や
職

長
に
ゴ
ル
フ
を
奨
励
し
て
お
り
、
山
梨
や
埼
玉
の

ゴ
ル
フ
場
で
年
２
回
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
。

「
ゴ
ル
フ
は
、
普
段
使
っ
て
い
る
筋
肉
と
は
別
の

筋
肉
を
動
か
す
た
め
、
筋
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
元
請
さ
ん
も
現
場
単
位

で
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

ゴ
ル
フ
を
し
て
い
れ
ば
、
そ
う
し
た
機
会
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
、
現
場
の
交
流
を
深
め
ら
れ
ま

す
。
健
康
管
理
と
併
せ
て
、
ま
さ
に
『
一
石
三
鳥
』

で
す
」
と
、
三
浦
社
長
は
そ
の
効
用
を
語
る
。
ゴ

ル
フ
の
本
格
的
な
奨
励
は
10
年
ほ
ど
前
か
ら
始
ま

り
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
の
社
員
、
職
長
が
プ
レ
ー

を
楽
し
ん
で
い
る
と
い
う
。

■
当
た
り
前
の
こ
と
を
一
生
懸
命
に　

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
活
用
し
た
り
、
職
長
会

活
動
へ
の
参
加
を
奨
励
し
た
り
し
て
成
果
を
上
げ
、

元
請
の
信
頼
を
得
て
い
る
同
社
。
何
か
秘
訣
は
あ

安全衛生推進大会の最後は、安全・健康・環境の各スローガン
を参加者全員で唱和

安全衛生推進大会の当日、大会前に本社で健康診断を実施
採決、レントゲン、尿検査、心電図、問診をはじめ、メタボ
チェックも行う

る
の
だ
ろ
う
か
。

「『
凡
事
徹
底
』
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

ひ
と
言
で
い
う
な
ら
ば
こ
れ
に
尽
き
ま
す
。
当
た

り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
や
る
の
で
は
な
く
、

当
た
り
前
の
こ
と
を
一
生
懸
命
に
や
る
こ
と
が
大

切
で
す
」
と
儀
間
課
長
。
例
え
ば
、「
職
人
の
中
に

も
、
日
常
の
挨
拶
や
朝
礼
、
体
操
、
整
理
整
頓
な

ど
に
つ
い
て
、
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
い
る
人
が
い
ま
す
。
そ
う
い
う
当
た
り
前

の
こ
と
を
毎
日
、
徹
底
し
て
行
っ
て
い
る
人
を
評

価
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
。
安
全
衛
生
管
理
の
手

法
も
、
取
り
組
む
人
の
意
気
込
み
や
、
こ
だ
わ
り

が
あ
っ
て
初
め
て
活
き
る
わ
け
で
あ
る
。




